
PJC012D300
表面（Front face）

●据付けは、お買い上げの販売店又は専門業者に依頼する。
　ご自分で据付工事をされ不備があると、水漏れや感電、火災、ユニット落下によるケガの原因になります。
●据付工事は、この据付説明書に従って確実に行う。
　据付けに不備があると ･ケガの原因となり、また水漏れや感電 ･火災などの原因になります。
●設置工事部品は必ず付属品および指定の部品を使用する。
　当社指定の部品を使用しないと、水漏れ、火災、感電などの原因になります。

。るす頼依に者業門専はけ付り取たま。るす用使を品部の定指社当ず必、は品部ンョシプオ ●
　ご自分で取付けをされ、不備があると、水漏れや感電、火災等の原因になります。
●改修は絶対にしない。また、修理はお買い上げの販売店に相談する。
　修理に不備があると水漏れや感電、火災などの原因になります。
●室内ユニットの修理・点検作業に際して「電源ブレーカ」を必ずOFFする。
　点検・修理にあたって、電源ブレーカがＯＮのままだと、感電およびファン回転によるケガの原因になります。
●パネルやガードを外した状態で運転しない。
　機器の回転物、高温部、高電圧部に触れると、巻き込まれたり、やけどや感電によるケガの原因になります。
●元電源を切った後に電気工事を行う。
　感電、故障や動作不良の原因になります。

安全上のご注意
●据付工事は、この「安全上のご注意」をよくお読みのうえ確実に行ってください。

、は項事意注たし示にここ ● 、 、に区分していますが、誤った据付けをした時に、死亡や重傷等の重大な結果に結び
つく可能性が大きいものを特に の欄にまとめて記載しています。しかし、 の欄に記載した事項でも、状況によって
は重大な結果に結び付く可能性があります。いずれも安全に関する重要な内容を記載していますので、必ず守ってください。

絶対に行わない 必ず指示に従い行う
用使いし正や」意注ごの上全安「、てっそに書明説扱取、にもととるす認確をとこいなが常異、い行を転運試、後了完事工付据 ●

方法・お手入れの仕方（エアフィルタの清掃、運転操作の仕方の方法など）をお客様に説明してください。
新、は合場るわ代が方るなにい使お、たま。いさだくてし頼依にうよくだたい管保で様客おに共と書明説扱取は書明説付据のこ 　

しくお使いになる方に取扱説明書などをお渡しいただくよう依頼してください。

警告

用専ず必、し工施てっ従に書明説付据び及」程規線内「、」準基術技るす関に備設気電「、が方るあの格資の士事工気電は事工気電 ●
回路を使用する。
　電源回路容量不足や施工不備があると感電、火災などの原因になります。
●配線は、所定のケーブルを使用して確実に接続し、端子接続部にケーブルの外力が伝わらないように固定する。
　接続や固定が不完全な場合は、発熱、火災などの原因になります。
●室内外ユニット間の配線は、端子カバーが浮き上がらないように整形し、カバーを確実に取付ける。
　カバーの取付けが不完全な場合は、端子接続部の発熱、火災、感電などの原因になります。

付属品

ねじ（M4　L=8mm) チェーン取付用

右パネル４本，左パネル４本

右パネル２本，左パネル２本
・据付はこの説明書に従って正しく行ってください。
・右図の付属品を確認してください。

① 据付のまえに

この面は、標準パネルの据付説明書です。下がり天井パネルの据付説明書は、裏面をご覧ください。

標準

サイドパネルのねじを取り外してください。1

サイドパネルを後方にスライドさせ、取り外ししてください。（左右共同様）2

据付高さ調整後は、サイドパネルを元通りに戻してください。3

ご注意

パネルが変形し破損の恐れがあります。

ねじ

後方へスライド

④ ユニット高さ調整方法

開口部よりスパナ等の一般工具にて
ユニット本体のナットを微調整してください。（左右共同様）

ねじ

⑤ 電気配線

ねじ（２本）を外して、ユニット本体の制御箱の蓋を取り外してください。

制御箱

ルーバモータ配線を室内ユニットのクランプに通してください。2

左パネルのルーバモータのコネクタ（黒５P）と右パネルのルーバモータコネクタ（白５P）を、
それぞれ接続してください。
室内ユニット側のコネクタは、制御箱の中にあります。
コネクタは、色を合わせて接続してください。

3

コネクタ接続後、制御箱の配線の貫通口に、パネル側の配線を通してください。
コネクタは、制御箱内に入れてください。

4

制御箱の蓋を閉めて、 ねじ（２本）を締め付けてください。5

吸込みグリルを閉めて完了です。7

吸込みグリルについているチェーンを、 パネル側にねじ（２本）で取り付けてください。
チェーンを取り付けるためのねじは、ボルトと同じ袋に入っています。

6

チェーン

チェーン

チェーン

チェーン

・室内ユニット本体の据付説明書と共にお読みください。
・室内ユニット本体と天井材との取付レベルを確認してください。
室内ユニット下面と天井下面が一致するように室内ユニット高さを調整してください。
（吹出し口部分は天井裏に入ります。）
・天井下面と室内ユニット下面との高さの差は5㎜以下としてください。

② 本体の取付レベルの確認

③ パネル取付
左パネル付属のボルト４本のうち、２本を室内ユニットの中央
吹出し側とその対角に5㎜弱ねじこみます。（ⒶⒷ●印）

1

吸込みグリルを開け左パネルを２本のボルトにひっかけ、仮止
めしてください。
仮止めは、先にⒶ●印のボルトにパネルをひっかけ、回転させ
ながらⒷ●印をひっかけます。

2

右パネル付属のボルト４本のうち、１本を室内ユニットの配管
側に５㎜弱ねじこみます。（Ⓒ●印）

3

Ⓒ●印のボルトにパネルをひっかけ、その対角（Ⓓ●印）を仮
締めします。

4

右パネルと左パネルの隙間を調整しながら、
仮締めしたボルト及び残りのボルト２本をしめつけてください。

5

ご注意

回転方向 

Ⓑ

Ⓑ

Ⓒ

室内ユニット本体が天井下面より下方に
ならないように設置してください。 室内ユニット 

水 
透明ホース 

ご注意

Ⓐ Ⓒ

Ⓐ

Ⓓ

エアコン本体下面と天井下
面の高さが一致するように
本体の位置を調整してくだ
さい。

天井板
0

室内ユニット本体の水平度、ドレン配管などに影響がでない程度であれば化粧パネルを取り付けたまま室内ユニット本
体の据付高さを微調整できます。

白5P
黒5P

配線貫通口
［配線貫通部拡大図］

クランプ

配線貫通口

1 2
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●据付けは、お買い上げの販売店又は専門業者に依頼する。
　ご自分で据付工事をされ不備があると、水漏れや感電、火災、ユニット落下によるケガの原因になります。
●据付工事は、この据付説明書に従って確実に行う。
　据付けに不備があると ･ケガの原因となり、また水漏れや感電 ･火災などの原因になります。
●設置工事部品は必ず付属品および指定の部品を使用する。
　当社指定の部品を使用しないと、水漏れ、火災、感電などの原因になります。

。るす頼依に者業門専はけ付り取たま。るす用使を品部の定指社当ず必、は品部ンョシプオ ●
　ご自分で取付けをされ、不備があると、水漏れや感電、火災等の原因になります。
●改修は絶対にしない。また、修理はお買い上げの販売店に相談する。
　修理に不備があると水漏れや感電、火災などの原因になります。
●室内ユニットの修理・点検作業に際して「電源ブレーカ」を必ずOFFする。
　点検・修理にあたって、電源ブレーカがＯＮのままだと、感電およびファン回転によるケガの原因になります。
●パネルやガードを外した状態で運転しない。
　機器の回転物、高温部、高電圧部に触れると、巻き込まれたり、やけどや感電によるケガの原因になります。
●元電源を切った後に電気工事を行う。
　感電、故障や動作不良の原因になります。

安全上のご注意
●据付工事は、この「安全上のご注意」をよくお読みのうえ確実に行ってください。

、は項事意注たし示にここ ● 、 、に区分していますが、誤った据付けをした時に、死亡や重傷等の重大な結果に結び
つく可能性が大きいものを特に

下がり天井用パネル据付説明書

の欄にまとめて記載しています。しかし、 の欄に記載した事項でも、状況によって
は重大な結果に結び付く可能性があります。いずれも安全に関する重要な内容を記載していますので、必ず守ってください。

絶対に行わない 必ず指示に従い行う
用使いし正や」意注ごの上全安「、てっそに書明説扱取、にもととるす認確をとこいなが常異、い行を転運試、後了完事工付据 ●

方法・お手入れの仕方（エアフィルタの清掃、運転操作の仕方の方法など）をお客様に説明してください。
新、は合場るわ代が方るなにい使お、たま。いさだくてし頼依にうよくだたい管保で様客おに共と書明説扱取は書明説付据のこ 　

しくお使いになる方に取扱説明書などをお渡しいただくよう依頼してください。

警告

用専ず必、し工施てっ従に書明説付据び及」程規線内「、」準基術技るす関に備設気電「、が方るあの格資の士事工気電は事工気電 ●
回路を使用する。
　電源回路容量不足や施工不備があると感電、火災などの原因になります。
●配線は、所定のケーブルを使用して確実に接続し、端子接続部にケーブルの外力が伝わらないように固定する。
　接続や固定が不完全な場合は、発熱、火災などの原因になります。
●室内外ユニット間の配線は、端子カバーが浮き上がらないように整形し、カバーを確実に取付ける。
　カバーの取付けが不完全な場合は、端子接続部の発熱、火災、感電などの原因になります。

付属品

ボトムプレート（左）

ねじ（M4　L=8mm)

ボトムプレート（右）

ねじ（M4　L=8mm)

チェーン取付用

ボトムプレート取付用

右パネル４本，左パネル４本

右パネル２本，左パネル２本

１個

１個

６本

・据付はこの説明書に従って正しく行ってください。
・右図の付属品を確認してください。

① 据付のまえに

パネル吹出し口のカバーの溝に、マイナスドライバー等を入れて、
カバーをパネルから取り外してください。

⑤ パネル取付

左パネル付属のボルト４本のうち、２本を室内ユニットの中央吹出
し側とその対角に5㎜弱ねじこみます。（ⒶⒷ●印）

2

吸込みグリルを開け左パネルを２本のボルトにひっかけ、仮止めし
てください。仮止めは、先にⒶ●印のボルトにパネルをひっかけ、
回転させながらⒷ●印をひっかけます。

3

右パネル付属のボルト４本のうち、１本を室内ユニットの配管側に
５㎜弱ねじこみます。（Ⓒ●印）

4

Ⓒ●印のボルトにパネルをひっかけ、その対角（Ⓓ●印）を
仮締めします。

5

みぞ
吹出口カバー

吹出口カバー

みぞ

Ⓒ

Ⓓ

回転方向 

Ⓐ

Ⓑ

Ⓒ
Ⓐ

Ⓑ

吸込みグリルを閉めて完了です。10

右パネルと左パネルの隙間を調整しながら、
仮締めしたボルト及び残りのボルト２本をしめつけてください。

6

吸込みグリルを閉めてください。
吹出し口カバーをパネル下側から押し込み、元通りはめ込んでください。
吹出し口カバーは確実にはめこみ、落下しないことを確認してください。
吸込みグリルについているチェーンを、パネル側にねじ
（２本）で取り付けてください。
チェーンを取り付けるためのねじは、ボルトと同じ袋に
入っています。

7
8

9

吹出口カバー

吹出口カバー

チェーン

チェーン
チェーン

チェーン

みぞ

みぞ

ご注意

② 室内ユニットの据付準備
室内ユニットの前面外側のインシュレーションのスリットに合わせて、
ナイフなどで切り込みを入れます。
ハーフブランキング部をニッパー等で切断し、切り取ります。
ドレンパンを取り外してください。
室内ユニット内側のインシュレーションを切り取り、穴を開けます。

3
2

1

4
室内ユニット内にごみが残っていないか確認し、ドレンパンをもと5
にもどしてください。
ボトムプレート（右）（左）を付属のねじで取り付けます。
その際、吹出口横にあるドレンパン抑えブラケットは取り外してく
ださい。

6

③ 吹出しダクト・吹出しグリルの取りつけ
吹出しダクト・吹出しグリル（オプション）に付属の据付説明書に従って、取付を行ってください。

きる
1060

50

ドレンパンおさえ
ブラケットは取り外してください。

この面は、下がり天井パネルの据付説明書です。標準パネルの据付説明書は、表面をご覧ください。
ユニット本体の据付説明書及び、オプションの吹出しダクト、吹出しグリルの据付説明書と共にお読みください。

サイドパネルのねじを取り外してください。1

サイドパネルを後方にスライドさせ、取り外ししてください。（左右共同様）2

据付高さ調整後は、サイドパネルを元通りに戻してください。3

⑥ ユニット高さ調整方法
室内ユニット本体の水平度、ドレン配管などに影響がでない程度であれば
化粧パネルを取り付けたまま室内ユニット本体の据付高さを微調整できます。

ご注意

パネルが変形し破損の恐れがあります。

ねじねじ

後方へスライド 開口部よりスパナ等の一般工具にて
ユニット本体のナットを微調整してください。（左右共同様）

裏面（Back face）

室内ユニット本体が天井下面より下方に
ならないように設置してください。

ご注意

室内ユニット 

水 
透明ホース 

・室内ユニット本体の据付説明書と共にお読みください。
・室内ユニット本体と天井材との取付レベルを確認してください。
　室内ユニット下面と天井面が一致するように室内ユニット高さを調整してください。
　（吹出し口部分は天井裏に入ります。）
・天井下面と室内ユニット下面との高さの差は、5㎜以下としてください。

④ 本体の取付レベルの確認

エアコン本体下面と天井下
面の高さが一致するように
本体の位置を調整してくだ
さい。

天井板
0

1 2
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